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ベ
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。
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

た
だ
し
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

支
給
対
象
者
に
は
、
９
月
以
降
日
本

年
金
機
構
か
ら
請
求
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
給
付
金
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
（
二
親
等
以

内
）
か
ら
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
ご

本
人
の
基
礎
年
金
番
号
と
、
代
理
人

の
基
礎
年
金
番
号
も
必
要
で
す
。

「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」　
☎
０
５

７
０
・
０
５
・
４
０
９
２

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３
・
５
５
３

９
・
２
２
１
６
へ

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
受
付
時
間

▽
月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時　

▽
火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▽
第
２
土

曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開

所
日
に
午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

問
合　
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事
務

所（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９
０
０
）

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更

新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
お
使
い
の
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
10
月
31
日
ま
で
で
す
。
11

月
１
日
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
限
満
了
後
、
自
己
責
任
の
も

と
細
か
く
は
さ
み
で
切
る
な
ど
、
保

険
証
を
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証（
緑
色
）は
、

10
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で
世
帯
主

あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
中
に
お
手

続
き
が
必
要
な
世
帯
に
は
、
９
月
末

ま
で
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
１

人
１
枚
の
カ
ー
ド
様
式
で
す

　

被
保
険
者
１
人
に
つ
き
１
枚
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
。
保
険
証
裏
面

に
は
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示

欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
記

入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
記
入
後
は

同
封
の
保
護
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
の
特
例
給
付
に
つ
い
て

　

入
院
・
施
設
入
所
や
学
校
の
就
学

な
ど
で
転
出
し
た
場
合
、
特
例
で
泉

大
津
市
の
保
険
証
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
転
出
さ
れ
る
人
の
保
険
証
と
印

か
ん
、
入
所
さ
れ
る
施
設
の
入
所
証

明
や
学
校
の
在
学
証
明
証
（
学
生
証
写

し
で
も
可
）、
新
し
い
住
所
の
住
民
票

が
必
要
で
す
。

問
合　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

も
し
市
税
を
滞
納
し
て
し
ま
う
と

　
市
で
は
、
公
平
な
納
税
の
た
め
に
、

納
付
で
き
る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
、
貴
重
な
財
産
（
預
貯
金
・

不
動
産
・
給
与
な
ど
）
が
差
し
押
さ
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
付
の
手

間
が
省
け
て
、
確
実
に
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
引

落
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参

の
う
え
、
市
内
の
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、
税
務
課
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合　
税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

日
時　

9
月
8
日
㈰　

午
前
9
時
〜

正
午

持
ち
物　
交
付
通
知
書（
は
が
き
）、
通

知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

交
付
場
所　
市
民
課

問
合　
市
民
課（
市
役
所
1
階
4
番
窓
口
）

　　

公
園
墓
地
は
、
昭
和
63
年
12
月
８

日
よ
り
募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
期
使
用
開
始
の
人
は
12
月
13

日
で
30
年
を
迎
え
ま
す
。
使
用
許
可

日
よ
り
30
年
を
経
過
後
の
返
還
は
、

条
例
に
よ
り
永
代
使
用
料
の
還
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
墓
地
の
返
還
を
検
討
さ
れ
て

い
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

30
年
間
経
過
最
終
日

▽
３
期
（
平
成
元
年
12
月
14
日
開
始
）

…
12
月
13
日　
▽
４
期
（
平
成
３
年
４

月
25
日
）
…
令
和
３
年
４
月
24
日

問
合　
市
民
課（
市
役
所
1
階
4
番
窓
口
）

令
和
元
年
10
月
か
ら
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
る

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

日
曜
交
付
窓
口
に
つ
い
て

市
税
を
納
付
し
ま
し
ょ
う

公
園
墓
地
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ

●総人口
  74,651人 (－16人)
●女
  39,024人   (＋1人)
●男
  35,627人   (－17人)
●世帯数
 34,480世帯(＋28世帯)
●面積
  13.56㎢ (±0.00㎢ )

 ※令和元年8月1日現在 。
               ( ）は前月比

織編館
おり   あむ   かん

☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館
開館：午前 10 時～午後 5 時 ( 入館午後 4 時 30 分まで )

池上曽根弥生学習館と織編館の催し案内です。
各施設情報は下記 QR コードからご覧ください。

池上曽根弥生学習館
☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前 10 時～午後 5 時 ( 体験は午後 4 時まで )

◆企画展「世界へ羽ばたく！泉州のアスリート」
　1964 年開催の東京オリンピック時の泉州地域の様子と、
連携大学にかかわりの深い過去のオリンピック選手を中心に
ご紹介します。ソウル大会時の日本公式ユニフォームなども
展示します。
期間／ 9 月 5 日㈭～ 23 日㈷
◆「手織体験」ウールマフラー
日時／ 9 月 26 日㈭、27 日㈮、29 日㈰、30 日㈪　午前
10 時～午後 3 時　場所／体験学習室　定員／各回先着 4 人
受講料／ 100 円、材料費 1,200 円／ m　講師／織編館手
織りの会の皆さん　申込／ 9 月 9 日㈪午前 10 時から電話
◆織編館ギャラリー「コスモス展」
期間／ 9 月 27 日㈮～ 10 月 1 日㈫　内容／油絵・水彩画　
約 30 点展示
◆モフ草履定期講座
▷初級編　日程／ 10 月 8 日㈫、26 日㈯　定員／ 15 人
▷上級編　日程／ 10 月 17 日㈭　定員／ 5 人

〈モフ草履講座共通事項〉
時間／午後 1 時～ 3 時 30 分　参加費／ 500 円　講師／モ
フ草履アンバサダー　申込／ 9 月 17 日㈫から電話

　休館　　9 月 4 日㈬、11 日㈬、18 日㈬、25 日㈬

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／ 10 月 6 日㈰　午前 10 時～、午後１時～　定員／各
回先着 4 人　参加費／ 30g まで 500 円、30g 超は一律
600 円　講師／佐野邦巳子氏　申込／ 9 月 29 日㈰午前 10
時から電話
◆文化財セミナー「いま、まさに池上曽根遺跡を考える」（全 2 回）
　第一線で活躍する弥生時代の研究者に、池上曽根遺跡とは、
弥生時代とはを語っていただきます。
日時・内容・講師／①9 月 22 日㈰「池上曽根遺跡の生産活
動と交流」　長友朋子氏（立命館大学教授）　②29 日「弥生
集落論と池上曽根遺跡」伊藤淳史氏　（京都大学大学院　准
教授）時間／各回午後 1 時 30 分～ 3 時　定員／各回当日
先着 100 人

◆ふるさとの古文書講座解読講座（初心者向け）
　市内に関連する古文書を解読して、江戸時代の泉大津を感
じましょう。
日時／ 9 月 17 日㈫、24 日㈫　午後 1 時 30 分～ 3 時（受
付は午後 1 時～）　場所／テクスピア大阪　受講料／各回
100 円　講師／山口恭子（元市史料室）・越智勇介（市史料室）

　 休館  　 9 月 2 日㈪、9 日㈪、17 日㈫、24 日㈫、30 日㈪

泉大津の地形と大津川（6）
ため池のいきもの

　ため池は人工的な池ですが、人間が管理し定期的に水
位が変化することで、水生昆虫やトンボ類が多く発生し
たり、岸辺に茂るヨシやガマなどにカイツブリやガンな
どが営巣し、ネズミなどの小動物も暮らすという多様な
いきものが生息するのに適した環境が維持されてきまし
た。都市化が進んだ地域では、安全対策のための護岸工
事などが進み、茂みなどは少なくなったものの貴重な緑
と水の空間となっています。
　府下では、ため池を利用してカワチブナ・コイ・モロ
コなどの養殖がおこなわれています。カワチブナはアオ
コ、コイは底生生物、モロコはミジンコなどを食べて成
長します。自然発生した餌を利用し、食性の異なる魚を
複数種飼育するという、大変効率の良い手法をとってい
ます。このうち、カワチブナは日本一の生産量を誇り、
食用としてだけでなく、釣り用の「ヘラブナ」として各
地の釣り掘りなどに出荷されています。
　ため池は、古くから人々の生活に密接にかかわる大切
な環境資源なのです。
　次回は大阪湾と泉大津（1）をお送りします。

〔問合〕生涯学習課（市役所3階）

ため池に暮らすいきもの（模式図）
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文
化
財
保
護
委
員
は
、
織
編
館
で

展
示
し
て
い
る
三さ
ん
ち
ょ
う
ひ
へ
ん
か
ん
そ
う
ち
つ
き

丁
杼
変
換
装
置
付

木も
く
せ
い
て
お
り
ば
た

製
手
織
機
を
泉
大
津
ふ
る
さ
と
文

化
遺
産
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
市
に
か
か
わ
る

歴
史
的
に
重
要
な
も
の
な
ど
を
顕
彰

す
る
も
の
で
、
13
番
目
の
認
定
と
な

り
ま
す
。
本
市
の
毛
布
産
業
の
歴
史

を
現
在
、
そ
し
て
未
来
に
伝
え
る
も

の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
認

定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

　

全
国
家
計
構
造
調
査
は
、
家
計
に

お
け
る
消
費
や
所
得
、
資
産
な
ど
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
が
選
定
さ

れ
た
世
帯
に
事
前
に
お
伺
い
し
、
10

月
、
11
月
の
２
か
月
間
に
渡
り
、
家

計
に
お
け
る
収
支
や
貯
蓄
・
負
債
、

就
業
状
況
、
住
居
に
関
す
る
事
項
な

ど
を
調
査
し
ま
す
。
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合　
総
務
課（
市
役
所
４
階
）

■
秋
の
運
転
者
講
習
会
開
催

　

自
動
車
安
全
運
転
と
事
故
防
止
の

運
転
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

講
習
会
日
程
表

▽
９
月
９
日
㈪
…
上
條
小
学
校
体
育

館▽
10
日
㈫
…
南
公
民
館
第
１・
２
研
修

室▽
11
日
㈬
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

３
０
１
会
議
室

▽
12
日
㈭
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
集

会
室

※
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
・

午
後
７
時
開
講

■
交
通
安
全
大
会
に
つ
い
て

　

泉
大
津
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

で
は
、
忠
岡
町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
と
共
催
で
、「
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
交
通
安
全
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
８
日
㈫
…
午
後
１
時
30

分
〜

場
所　
忠
岡
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
合　
土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番
窓

口
）

９月 10日～ 16日は「自殺予防週間」です。

　警察庁自殺統計に基づく平成30年中の自殺者数の状況
は、全国で2万840人、大阪府では1,275人でした。
　自殺は、さまざまな要因が複雑に関係して、「その多くが
追い込まれた末の死」であり、「その多くが防ぐことができ
る社会的な問題」であると言われています。
　さまざまな悩みを抱えている人は、１人で悩まず、専門
の相談機関にご相談ください。
　また、身近な人の悩みに気づいたら、温かく寄り添いな
がら、悩みに耳を傾け、専門家への相談をすすめ、じっく
りと見守りましょう。

■こころの電話相談　☎06・6607・8814　月・火・木・
金曜日（祝日を除く）　午前９時30分～午後５時
■若者専用電話相談（わかぼちダイヤル)　☎06・6607・
8814　水曜日（祝日を除く）　午前９時30分～午後５時
■和泉保健所（精神保健福祉相談）　☎41・1342　平日　
午前９時～午後５時45分
■大阪府妊産婦こころの相談センター　☎57・5225　平
日　午前10時～午後４時
■関西いのちの電話　☎06・6309・1121　24時間、
365日
■大阪自殺防止センター　☎06・6260・4343　金曜日
　午後１時～日曜日　午後10時（57時間）
■こころの救急箱　☎06・6942・9090　月曜日　午後
８時～火曜日　午前３時（７時間）
■「自殺予防いのちの電話」　☎0120・783・556　毎月
10日　午前８時～翌日　午前８時（24時間）
■自死遺族相談（予約制）　☎06・6691・2818　平日　
午前９時～午後５時45分
　大切な人を自死（自殺）で亡くされた人のために、大阪府
こころの健康総合センターの相談員が、相談に応じます。
お電話の際には、「自死遺族相談」とお伝えください。

さまざまな相談機関の情報はこちら→

■厚生労働省が実施するSNS相談は「厚生労働省　SNS相
談」をwebで検索

9月1日午前９時30分～ 30日午後5時までは24時間
体制で相談を受け付けます。
■こころのLINE電話相談
　QRコードからLINEの「友だち」登
録のうえ、無料通話機能をご利用く
ださい。「友だち」登録後は、手続き
のためすぐに電話がかからない場合
もあります。
「トーク」による相談は行っていません。
　運用上、「既読」になることがありますが、相談員
には「トークの」内容が伝わっていませんので、ご了承
ください。
■こころの健康相談統一ダイヤル　☎0570・064・
556

問合　福祉政策課（市役所1階8番窓口）

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

大
正
時
代
の
毛
布
用
木
製
織
機
を

泉
大
津
ふ
る
さ
と
文
化
遺
産
に

２
０
１
９
年
全
国
家
計

構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
水
漏
れ
の
と
き
は
ご
連
絡
を

▽
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
の
場
合

　
水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
メ
ー
タ
ー

内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ
て
い

る
と
き
は
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
修

理
費
用
は
自
己
負
担
）。

▽
道
路
な
ど
の
場
合

　
道
路
な
ど
で
水
漏
れ
に
気
づ
い
た
人

は
、
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
蛇
口
か
ら
の
場
合

　

蛇
口
か
ら
の
ポ
タ
ポ
タ
漏
れ
は
、

パ
ッ
キ
ン
を
取
り
替
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
場
合
止
ま
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
場
合
は
届
出
を

　
転
入
・
転
出
・
転
居
の
場
合
は
、
３

〜
５
日
前
ま
で
に（
電
話
連
絡
可
）

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
早
く
届
出
を

▽
長
期
間
、
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

▽
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃
止

す
る
と
き

▽
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

▽
用
途
や
集
合
住
宅
扱
い
の
使
用
戸
数

が
変
わ
る
と
き

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
減
免

　
高
齢
者
世
帯
や
重
度
身
体
障
が
い
者

な
ど
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
定

し
た
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
福

祉
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

外
か
ら
給
排
水
を
う
け
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
福
祉
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。
対
象
者
（
左
の
表
の
と
お

り
）は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
工
事
は
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
で

　
水
道
の
新
設
・
改
造
（
蛇
口
の
交
換

は
除
く
）は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
以
外
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

施
工
内
容
や
工
事
代
金
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で

施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
不
審
者
の
訪
問
に
ご
注
意
を

　
水
道
課
で
は
水
道
料
金
の
訪
問
に
よ

る
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　
水
道
や
下
水
道
関
係
の
訪
問
販
売
や

電
話
に
よ
る
勧
誘
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
市
で
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
直
接
依
頼
の
な
い
水
質
検
査

▽
浄
水
器
な
ど
の
取
り
付
け
・
販
売
お

よ
び
点
検
や
部
品
交
換

▽
宅
地
内
で
の
水
道
管
や
下
水
管
の
水

管
洗
浄

不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は

　
「
市
職
員
証
」か「
市
長
発
行
の
証
明
書
」

の
提
示
を
求
め
る
か
、
水
道
課
へ
確
認
の

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合　
水
道
課
（
市
役
所
２
階
26
番
窓

口
）、
下
水
道
課（
25
番
窓
口
）

　

７
月
１
日
「
農
業
用
た
め
池
の
管

理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
、
ま
た

は
管
理
者
は
、
施
設
に
関
す
る
情
報

な
ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

提
出
先
・
問
合　
地
域
経
済
課
（
市
役

所
４
階
）

農
業
用
た
め
池
の
届
出
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
続
き
）

10 億
3,399.3 万円

７
８

５ １

２
３

４

４

６

平成30年度下半期（10月１日～３月31日）の本市の水道事業の業務状況を公表します。問合　水道課（市役所２階26番窓口）

水道事業の収入･支出などを公表します

■ 水道の普及状況
■ 配水量および有収水量など

給水人口
給水戸数
普及率

7万 4,659人
3万6,013戸

100％

配水量
一日平均配水量
一日最大配水量
有収水量
有収率

①水道料金
②加入金
③他会計補助金
④その他収益

①企業債
②工事負担金
③他会計負担金
④他会計長期貸付金償
還金

①建設改良費
②企業債償還金

7億3,232.0万円
2,660.0万円
792.3万円

1億 9,961.8万円

5,000.0万円
243.6万円
109.0万円
5,000.0万円

1億 9,215.8万円
8,276.6万円

3億 3,437.6万円
6,256.9万円

3億 8,327.6万円
3,207.8万円
435.6万円

①受水費
②人件費
③減価償却費
④支払利息
⑤請負工事費

11,012.6万円
2,453.1万円
675.5万円
2,685.8万円

⑥委託料
⑦修繕費
⑧動力費
⑨その他費用

428万 6,771㎥
2万3,425㎥
2万5,016㎥

397万2,865㎥
92.7％

417万 1,368㎥
2万2,912㎥
2万4,774㎥

309万7,247㎥
93.7％

845万 8,139㎥
2万3,173㎥
2万5,016㎥

788万0,112㎥
93.2％

H30.4.1～9.30H31.3.31 現在 H30年度合計区分区分
H30.10.1～

　H31.3.31

収益的収入
9 億

6,646.1 万円
9 億

6,646.1 万円

収益的支出
9 億

8,492.5 万円
9 億

8,492.5 万円

資本的収入資本的収入
1 億

352.6 万円
1 億

352.6 万円

資本的支出資本的支出
2 億

7,492.4 万円
2 億

7,492.4 万円

１

２

３
４

１

２３

１

２

９

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所得
基準 適用世帯 水道料金

下水道
使用料

329 円 600 円

市
民
税
非
課
税
世
帯

※料金は消費税などを含まない　　※生活保護受給世帯を除く

ひとり親家庭の医療証の交付を受けている世帯
身体障がい者手帳 1・2級の交付を受けている人
が属する世帯
精神障がい者保健福祉手帳 1・2級の交付を受け
ている人が属する世帯
療育手帳A・B1の交付を受けている人が属する
世帯
特別児童扶養手当受給世帯
高齢者世帯（世帯構成員全員が 70歳以上）

水道料金・下水道使用料の減免が適用される世帯
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市
で
は
、
地
域
環
境
基
金
を
用
い

て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
取
り
組
み
、

今
年
は
市
内
幼
稚
園
や
保
育
所
、
市

庁
舎
な
ど
15
施
設
に
設
置
。

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、
ゴ
ー
ヤ

な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
ベ
ラ
ン
ダ
や

窓
の
外
部
に
は
わ
せ
る
事
で
、
夏
の

暑
い
日
差
し
を
効
果
的
に
遮
り
、
目

に
も
地
球
に
も
優
し
い
自
然
の
カ
ー

テ
ン
で
す
。

　

葉
か
ら
の
水
分
の
蒸
散
作
用
に
よ

り
気
化
熱
が
奪
わ
れ
温
度
が
下
が
り
、

葉
陰
に
風
を
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
室
温
を
２
〜
４
度
下
げ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
二
酸
化

炭
素
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
の
排
出
の
削

減
、
光
合
成
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
な
ど
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
も
繋
が
り
ま
す
。
実
っ
た
ゴ
ー

ヤ
は
食
べ
る
事
が
で
き
、
夏
バ
テ
防

止
に
も
役
立
ち
、
ま
さ
に
一
石
三
鳥

の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）

　　

　

プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、
か
ぶ
の

栽
培
を
行
う
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
食
の
体
験
活

動
で
す
。

実
施
期
間　
9
月
〜
12
月

日
程　

▽
9
月
7
日
㈯　

午
前
中
…

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
栽
培
活
動

用
品
の
配
付　

▽
11
月
9
日
㈯　

午

前
中
…
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
（
か
ぶ
を

使
っ
た
調
理
実
習
）　
▽
12
月
7
日
㈯

午
前
中　

…
収
穫
イ
ベ
ン
ト
「
わ
く

わ
く
祭
」

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
本
市
在
住
の
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
と
親（
祖
父
母
可
）

参
加
費　
１
組
１
０
０
０
円
（
９
月
７

日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
支
払
）

申
込
・
問
合　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話（
☎
33
・
８
１
８
１
）

※
詳
し
い
内
容
は
、
7
月
号
広
報
紙

6
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。

日
時　
９
月
27
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

（
全
15
回
）　
午
後
７
時
〜
９
時

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員　
先
着
17
人

受
講
料　
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合　

９
月
1
日
㈰　

午
前

９
時
か
ら
（
休
館
日
は
除
く
）
本
人
ま

た
は
家
族
が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

（
☎
32
・
６
４
３
２
）

　
泉
州
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
文
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
個
人

や
団
体
が
結
集
し
、
泉
州
エ
リ
ア
の

持
続
的
な
発
展
と
活
性
化
を
め
ざ
す

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
食
・
歴
史
・
ア
ー
ト
な
ど

の
「
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
マ
ル
シ
ェ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
舞
台
は
阪
南
市
で
す
。
泉
州

各
地
の
お
も
し
ろ
い
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
に
出
会
い
た
い
人
、
こ
の
機
会

に
ご
自
身
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
飲

食
屋
台
を
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
26
日
㈯

会
場　
阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ

ラ
ダ
ホ
ー
ル
）　
ほ
か
周
辺

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容　

泉
州
ぎ
ゅ

ぎ
ゅ
っ
と
マ
ル
シ
ェ
・
基
調
講
演
（
講

師　
平
田
オ
リ
ザ
氏
）　
ほ
か

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
、
窓
口
持
参
、
郵
送
（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６

＞

住
所
記
載
不
要

＜

）、
電

話
、フ
ァ
ク
ス（
33・
０
６
７
０
）、メ
ー

ル
（syougaigakusyuu@

city.
izum

iotsu.osaka.jp

）い
ず
れ
か
で

9
月
17
日
㈫
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

申
し
込
み
。

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
3
階
）

受
験
資
格

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
も
し
く
は
高

等
学
校
を
卒
業
。
ま
た
は
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

②
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
令
和
２
年
４
月
１

日
時
点
で
18
歳
〜
25
歳
）

採
用
予
定
日　
令
和
２
年
４
月
１
日

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈫
〜
9
日
㈬

（
受
付
は
郵
送
の
み
）

申
込
書
・
試
験
要
項
の
配
布

　

9
月
2
日
㈪
か
ら
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

住
之
江
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
提
供

問
合　

大
阪
府
都
市
競
艇

企
業
団
総
務
部
総
務
課
（
☎

０
６・
６
６
８
２・
６
２
３
０
）
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

■
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受

講
生
募
集

　

点
字
の
基
礎
知
識
か
ら
学
ぶ
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

９
月
24
日
〜
３
月
10
日　

第

2
・
4
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午（
全
10
回
）

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
先
着
10
人
（
５
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
１
０
８
０
円

問
合　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
０
）

■
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者

募
集

　

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
開
催
さ

れ
る
「
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
先
着
15
人

内
容　
１
人
１
曲（
２
コ
ー
ラ
ス
）

受
付　
９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

申
込　
事
務
局
へ
直
接
（
電
話
申
込
不

可
）

問
合　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

（
☎
23
・
１
３
９
０
）

「
わ
く
わ
く
食
育
体
験
」

参
加
者
追
加
募
集
！

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
後
期
）

英
会
話
教
室
受
講
生
募
集

泉
州
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
2019

in
阪
南　
出
店
者
募
集
！

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
募
集

の
お
知
ら
せ

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
園
児

た
ち
も
取
り
組
み
ま
し
た

令
和
2
年
度　
大
阪
府

都
市
競
艇
企
業
団
の
職
員
募
集

　
大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契

約
書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
設
・

廃
棄
業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設

立
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
17
日
㈫　

午
後
１
時
〜

３
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合　
人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市
役

所
１
階
11
番
窓
口
）

　

遺
言
、
任
意
後
見
、
離
婚
に
伴
う

養
育
費
の
支
払
、
金
銭
消
費
貸
借
、

土
地
建
物
の
賃
貸
借
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
に
関
す
る
相
談
や
離
婚
時
の

年
金
分
割
の
合
意
書
、
会
社
定
款
、

確
定
日
付
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
２
日
㈬　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合　
人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市
役

所
１
階
11
番
窓
口
）

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
快
適
に
ペ
ッ
ト
と

暮
ら
す
た
め
に
も
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
う
場
合

▽
正
し
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う　

▽
散

歩
時
は
リ
ー
ド
を
適
切
な
長
さ
に
保

ち
、
歩
行
者
な
ど
に
不
安
を
与
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

▽
放
し
飼

い
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

▽
ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

し
ま
し
ょ
う
（
平
成
24
年
４
月
か
ら
条

例
で
ふ
ん
の
放
置
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
）　
▽
飼
い
犬
登
録
の
届
け
出
を

行
い
、
毎
年
一
回
狂
犬
病
予
防
接
種

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う　

▽
繁
殖
を

希
望
し
な
い
場
合
は
、
避
妊
・
去
勢

手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う

猫
を
飼
う
場
合

▽
感
染
病
（
皮
膚
炎
な
ど
）
や
交
通
事

故
の
防
止
な
ど
、
猫
の
健
康
と
安
全

の
た
め
に
も
、
室
内
で
飼
う
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う　

▽
室
内
で
飼
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
避
妊
・

去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う　

▽
隣

近
所
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
野

良
猫
な
ど
に
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
以
外
の
動
物
を
飼
う
場
合

も
、
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
に
注
意

し
、
隣
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
マ
ナ
ー
を
ペ
ッ
ト
は
見
て
い
ま

す
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）

　　

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
続
き
）

９
月
20
日
〜
26
日
は

「
動
物
愛
護
週
間
」

■ 10月 1日から 7日までは全国労働衛生週間です　
～健康づくりは　人づくり　みんなでつくる　健康職場～
　労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関
する意識を高めるとともに、職場での自主的な活動を促し
て労働者の健康を確保することを目的に毎年実施していま
す。
　労働時間の状況の把握や長時間労働者に対する医師の面
接指導などの実施の徹底、病気を抱えた労働者の治療と仕
事の両立支援を社会的にサポートする仕組みの整備などに
取り組みましょう。

■就活セミナー in 泉州北
　「働くきっかけ作りと力をつける」を目的に、当事者参
加型のセミナーを実施します。障がい者雇用をしている企
業からの話や臨床心理士による性格分析、就労の専門機関
による個別相談などを予定しています。
日時　9月 20日㈮　午前 10時～正午、午後 1時～ 3時
場所　和泉市コミュニティセンター 3階
対象　障がいのある人、本人、家族、関係機関　など
内容　①企業で働く事例紹介　②カウンセラーが分析～自
分を知ろう！！～　③履歴書写真～プロカメラマンによる

印象がグッとよくなる表情の作り方・写真撮影会～④ハ
ローワークによる履歴書チェック・求人情報

■毎月勤労統計調査に係る雇用保険・労災保険等の追加給
付について
　毎月勤労統計調査における不適切な取扱いについて、ご
迷惑をおかけし誠に申し訳ございません。厚生労働省（大
阪労働局長）一同、信頼回復に全力で取り組みます。
　今後の追加給付に向けては、準備を進め、迅速かつ正確
な支給に努めてまいります。
問合　受付時間：平日　午前 8時 30分～午後 8時
土・日曜日、祝日　午前 8時 30分～午後 5時 15分
▷雇用保険　追加給付問い合わせ専用ダイヤル
☎ 0120・952・807
▷労災保険　追加給付問い合わせ専用ダイヤル
☎ 0120・952・824
▷船員保険　追加給付問い合わせ専用ダイヤル
☎ 0120・843・547、0120・830・008

泉大津労働基準監督署からの知らせ
（☎ 27・1211）

大阪労働局からのお知らせ

泉州北障害者就業・生活支援センター
（☎ 26・0222）

９
月
17
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

遺
言
・
養
育
費
な
ど
の
相
談

無
料
公
証
相
談
所
を
開
設
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館
内
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
と
、
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

物
を
探
す
講
座
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
程　
10
月
19
日
㈯　

場
所　
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

定
員　
先
着
15
人

講
師　
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

申
込　

10
月
５
日
㈯　

午
前
10
時
か

ら
電
話
予
約

問
合　

池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
（
☎

20
・
１
８
４
１
）

午
前
の
部

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内
容　
池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
植
樹

祭
＆
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
み
つ

け
よ
う
！

持
物　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル

午
後
の
部

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

内
容　
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中
か
ら

色
い
ろ
な
生
き
物
を
探
し
ま
す
。
ま

た
、
公
園
の
ベ
ン
チ
を
ド
リ
ル
や
ペ

ン
キ
を
使
っ
て
つ
く
り
ま
す
。

持
物　
軽
作
業
が
で
き
る
ジ
ャ
ー
ジ

や
ジ
ー
パ
ン
（
ペ
ン
キ
が
付
着
し
て
も

大
丈
夫
な
服
装
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　

　

緑
あ
ざ
や
か
な
苗
と
土
を
青
苔
で

包
ん
で 

自
分
だ
け
の
「
こ
け
玉
」
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

９
月
20
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館
2

階
）

定
員　
先
着
16
人

一
時
保
育　
先
着
3
人
（
6
か
月
〜
未

就
学
児
・
９
月
13
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
）

材
料
費　
５
０
０
円（
当
日
支
払
い
）

講
師　
白
井
貴
子
氏

持
物　
直
径
10
〜
15
㎝
の
お
皿

申
込
・
問
合　

９
月
11
日
㈬
午
前
9

時
30
分
か
ら
、
電
話
で
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン（
☎
21
・
６
５
５
５
）ま
で

　

コ
コ
ロ
や
カ
ラ
ダ
、
疲
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
折
り
紙
を
集
中
し
て
無
心

で
折
っ
て
い
く
事
で
、
脳
の
活
性
化

を
促
し
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
度
は
折
っ
た
こ
と
が
あ
る
「
折

鶴
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
折
鶴
リ
ー

ス
を
作
り
ま
す
。

日
時　

９
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館
２

階
）

定
員　
先
着
10
人

一
時
保
育　
先
着
３
人
（
６
か
月
〜
未

就
学
児
。
９
月
13
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
）

持
物　
折
り
紙
（
リ
ー
ス
１
つ
に
折
り

紙
８
枚
使
用
）

申
込
・
問
合　

９
月
12
日
㈭
午
前
９

時
30
分
か
ら
、
電
話
で
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン（
☎
21
・
６
５
５
５
）ま
で

■
２
０
１
９
年
度
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
（
後
期
）

申
込
要
件　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人
が
対
象
。

▽
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
9
月

1
日
現
在
で
60
歳

▽
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
る
（
申

請
時
に
登
録
可　
保
険
料
３
０
０
円
）

▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

「
い
き
い
き
大
学
（
旧
高
齢
者
大
学
）」

に
年
１
回
以
上
協
力
で
き
る
。

助
成
対
象
講
座
お
よ
び
定
員
（
①
②
と

も
各
10
人
）

①
羽
衣
国
際
大
学
授
業
公
開
講
座
・

羽
衣
国
際
大
学
社
会
人
講
座

②
桃
山
学
院
大
学
社
会
人
聴
講
生
制

度
・
桃
山
学
院
大
学
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム(

学
部
開
設
プ
ロ
グ
ラ
ム)

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

助
成
対
象
費
用　
受
講
料
、
資
料
代
、

テ
キ
ス
ト
代
の
合
計
の
半
額
（
上
限
は

５
０
０
０
円
で
、
１
０
０
０
円
未
満

は
切
り
捨
て
）

※
複
数
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
で

も
、
助
成
対
象
と
な
る
の
は
年
度
１

講
座
の
み
。

　

ま
た
、
出
席
回
数
が
3
分
の
2
に

満
た
な
い
場
合
は
、
助
成
金
は
支
給

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
お
よ
び
申
請
方
法
な
ど

申
込　

9
月
5
日
㈭
〜
20
日
㈮　

午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
除
く
）
に
事
務
局
へ
直
接
（
電
話

申
込
不
可
）

問
合　

社
協
地
域
総
務
課　

ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

事
業
担
当（
☎
23
・
１
３
９
３
）

■
男
性
の
た
め
の
料
理
講
座

日
時　

９
月
27
日
〜
３
月
27
日　

第

4
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時

30
分（
全
7
回
）

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
男
性

定
員　
24
人

費
用　

受
講
料
４
０
０
円
、
材
料
費

４
６
０
０
円
（
合
計
５
０
０
０
円　
全

７
回
分
）

申
込　
９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
（
電
話

申
し
込
み
可
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
た

だ
し
男
性
の
た
め
の
料
理
講
座
【
初

心
者
】
の
受
講
生
は
優
先
し
ま
す
。

問
合　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
０
）

※
都
合
に
よ
り
日
程
・
回
数
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受

講
料
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
締
切
後
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
定
員
に
達
す
る
ま
で
、
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

９
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分　

場
所　
大
津
神
社

問
合　

献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

講
座
の
お
知
ら
せ

か
わ
い
い
イ
ン
テ
リ
ア

「
こ
け
玉
」
を
作
ろ
う
！

池
上
曽
根
弥
生
学
習
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

無
心
に
な
る
時
間
を
持
つ

「
ゆ
る
活
」
講
座 写真は見本です。

植える苗は変更する場合が
あります。

献
血
の
お
知
ら
せ

■
航
空
学
生　
▽
各
種
航
空
機
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
養
成　

▽
入
隊
後

6
年
で
幹
部
に
任
官（
最
短
の
場
合
）

応
募
資
格　
（
海
上
自
衛
隊
）
▽
日
本

国
籍
を
有
す
る
高
卒
者
（
見
込
含
）
▽

高
専
3
年
次
終
了
者
（
見
込
含
）
▽
18

歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　
9
月
6
日
㈮
ま
で

試
験
日　
9
月
16
日
㈷

■
一
般
曹
候
補
生
（
非
任
期
制
）　
▽

陸
・
海
・
空
の
各
部
隊
の
中
核
と
な

る
「
曹
」
を
目
指
す　

▽
各
部
隊
の

中
核
と
な
る
自
衛
官
を
育
成

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間　
9
月
6
日
㈮
ま
で

一
次
試
験　

9
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

※
期
間
中
の
１
日

■
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）　
▽
所

要
の
教
育
を
経
て
、
3
か
月
後
に
2

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
32
歳
未
満

受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
※
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合　
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部　

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
４

２
６
・
０
９
０
２
）

入
会
説
明
会

日
時　

9
月
20
日
㈮　

午
後
1
時
30

分
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
合　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

企
画
展
「
泉
大
津
の
歴
史
と
水
」

　

歴
史
や
く
ら
し
の
中
で
「
水
」
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

の
か
を
た
ど
り
ま
す
。

会
場
・
日
程　

▽
北
公
民
館　

9
月

26
日
㈭
〜
10
月
4
日
㈮
※
月
曜
休
館　

▽
あ
す
と
ホ
ー
ル　

10
月
25
日
㈮
〜

12
月
8
日
㈰
※
月
曜
休
館

北
公
民
館
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
第
2
弾

北
公
民
館
周
辺
の
防
災
・
歴
史
さ
ん
ぽ

〜
泉
大
津
の
歴
史
と
水
を
訪
ね
て
〜

日
時　

9
月
28
日
㈯　

午
前
10
時　

（
小
雨
時
開
催
）

集
合　
北
公
民
館

内
容　
北
公
民
館
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー

ム
と
泉
大
津
市
教
育
委
員
会
学
芸
員

が
案
内
し
ま
す
。

ル
ー
ト　
北
公
民
館(

き
き
水
体
験)

…
古
池
公
園
…
二
田
国
津
神
社
跡
…

災
害
時
協
力
井
戸
見
学
…
二
田
村
境

石
造
物
群
…
戦
時
防
空
井
戸
見
学
…

慈
龍
寺
…
あ
す
と
ホ
ー
ル

※
1
時
間
30
分
程
度
の
コ
ー
ス

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

　

話
術
は
あ
な
た
自
身
を
写
し
出

す
！
目
指
せ
！
話
術
の
達
人
！
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
話
術
を

実
際
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　

▽
９
月
25
日
㈬　

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
話
術　

▽
10
月
９
日

㈬　
お
話
（
ト
ー
ク
）
を
デ
ザ
イ
ン
す

る　

▽
10
月
23
日
㈬　

話
術
を
活
か

す
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
３

時場
所　
南
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
先
着
12
人

一
時
保
育　
先
着
６
人
（
６
か
月
〜
就

学
前
の
幼
児
）

受
講
料　
３
０
０
円

講
師　

安
藤
ひ
ろ
え
氏
・
石
橋　

翔

氏
（
と
も
に
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
）

持
物　
筆
記
用
具
・
水
分（
水
分
補
給
）

申
込
・
問
合　

9
月
4
日
㈬　

午
前

９
時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人

ま
た
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎

33
・
１
７
６
４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・

１
３
０
０
）へ
。

※
申
込
用
紙
は
一
人
一
枚
配
布
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
５
日
㈭
か

ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
。

な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

企
画
展
「
泉
大
津
ふ
る
さ
と
文
化
遺

産
を
訪
ね
て
」

日
時　
9
月
11
日
㈬
〜
24
日
㈫ 

※
月

曜
休
館

場
所　
あ
す
と
ホ
ー
ル

内
容　
泉
大
津
市
に
残
る
文
化
遺
産

を
紹
介
す
る
展
示
。

■
関
連
企
画

　

泉
大
津
市
学
芸
員
が
ご
案
内
し
ま

す
。

▽
市
民
講
座　

9
月
14
日
㈯　

午
前

10
時
〜
11
時

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

9
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
〜
3
時　
※
小
雨
開
催

問
合　

あ
す
と
ホ
ー
ル
（
☎
20
・

６
７
７
８
）

　

北
公
民
館

サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
企
画

二
田
・
松
之
浜
ま
ち
ぐ
る
み

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画

目
指
せ
！
話
術
の
達
人
！

（
全
３
回
）

（「
募
集
」
の
続
き
）

自
衛
官
の
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。
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■
や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
９

ｖ
ｏ
ｌ
．
４　
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ピ

ア
ノ
作
品
〜
晩
年
の
音
風
景
〜
」

日
時　

９
月
15
日
㈰　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所　
弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

定
員　
座
席
数
約
１
３
０
席

費
用　
入
館
料

内
容　

エ
チ
ュ
ー
ド
「
音
の
絵
」
よ

り
（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）、
コ
レ
ル
リ
の

主
題
歌
に
よ
る
変
奏
曲
作
品
４
２
（
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
）　
ほ
か

出
演　
目さ
が
ん　
華
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）、
賛

助
出
演　
中
野
美
子
氏（
ピ
ア
ノ
）

問
合　

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）

　

今
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
泉
大

津
市
文
化
協
会
は
、
活
動
内
容
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
た
め
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合　
泉
大
津
市
文
化
協
会

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

泉
大
津
市
文
化
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

　社協ボランティアセンター登録グ
ループと福祉センターのクラブの協力
による、みんなで楽しめるライブを開
催します。
日時　9月 16日㈷　午後1時～ 4時
場所　市立総合福祉センター3階
出演　アンサンブル・ルミエール、楽
ちょ弾、本通りネット、みずすまし、
ヴィオレッテ
問合　社会福祉協議会ボランティアセ
ンター（☎23・1393）

　文化協会会員によるシャンソン、日
舞、マンドリン、コーラス、などの舞
台芸術をお楽しみください。
日時　9月 21日㈯　正午開演（午前
11時 30分開場）
場所　テクスピア大阪
申込・問合　折田（☎32・7156）

　障がい者団体やボランティア団体な
どで組織する泉大津市ふれあいキャン
ペーン実行委員会では、障がいのある
人もない人も、一緒に楽しめるレクリ
エーション大会を開催します。模擬店
や軽運動会（当日参加可）も行います。
グラウンド・ゴルフ大会は、参加人数
に限りがあるので本実行委員会参加団
体のみとしています。
日時　9月 28日㈯（雨天中止の場合、
順延なし）
場所　東雲公園（市役所東側）
内容　▷前半…グラウンド・ゴルフ大
会（午前10時開会）　▷後半…軽運動
会（午後0時 30分開会）
問合　障がい福祉課（市役所１階 10
番窓口）

　家庭で使った水が、どのようにして
きれいになるか、水みらいセンターの
内部がどうなっているか、楽しく体験
してみませんか。『水処理施設見学』や
『微生物観察』のほかに、海の生き物の
ことを学べるイベント『チリメンモン
スター』も行います。大阪府や泉州各
市町のキャラクターもやってくるよ。

日時　11月9日㈯　午前10時～午後
０時40分ごろ（小雨決行）
場所　南部水みらいセンター（泉南市）
定員　大人と子どもあわせて 100 人
程度（小学生以下は保護者同伴。大人
のみの参加も歓迎）
内容　水処理施設見学、下水道の話、
微生物観察、チリメンモンスター
応募期間　９月2日㈪～ 30日㈪　午
後5時まで（応募多数の時は抽選）
申込　はがき、ファクスまたはメール
で、代表者の氏名・郵便番号・住所・
電話番号・参加人数（大人・子どもの
各人数および子どもの各学年）を記入
のうえ、次の申込先まで
※会場内の移動には、エレベーターや
スロープがないところがあります。車
いすご利用などお体の不自由な人は、
その旨も合わせて記入してください。
申込先　▷郵送　〒597ー0095　貝
塚市港 25番地　大阪府南部流域下水
道事務所「フェスティバル参加」係ま
で　▷ファクス　072・438・8237　
▷メール　nambugesui-g22 @sbox.
pref.osaka.lg.jp へ。結果は応募者全
員に、はがきにて 10月初旬に発送予
定。
問合　府南部流域下水道事務所　企画
グループ（☎072・438・7406）

情報

Ivent  Information

9/16
㈷ 

第 3回
ボラセン音楽会

9/21
㈯ 

文化協会
オンステージ

9/28
㈯ 

障がい者
レクリエーション大会

11/9
㈯ 

泉州下水道フェスティ
バル 2019

■わくわく関空見学プラン
　関西国際空港には、「KIX ってどんな空港？どんな飛行機が来ているの？」に答える、「わくわく関空見学プラン」という
見学ツアーがあります。「新・関空の裏側探検コース」では、関空展望ホール「Sky View」をバスで出発し、通常は立ち入
ることの出来ない保安区域に入って、空港を支える裏方の施設を車窓見学できます。風向きや離着陸状況によっては、飛
行機を間近でご覧いただけることも。また、団体のお客様向けに、機内食の製造過程を見学できる「機内食工場コース」や、
空港でのお仕事や飛行機にまつわる知識を深めることのできる「スカイミュージアムツアー」も用意しています。ご家族や
お友達をお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

■
あ
す
と
び
っ
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
絵
本
と
私
と
君
と

　

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
絵
本
を

楽
し
む
語
り
合
う
時
間
で
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈰　

午
前
11
時
〜

正
午

定
員　
申
込
先
着
30
人

絵
本
読
み　
窪
田
貞
子
氏

②
リ
ズ
ム
＆
え
い
ご

　

え
い
ご
の
う
た
を
歌
っ
た
り
、
楽

し
く
ダ
ン
ス
♪

日
時　

９
月
28
日
㈯　

午
前
11
時
〜

正
午

対
象　
中
学
生
ま
で
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）

定
員　
申
込
先
着
20
組

参
加
費　
５
０
０
円
（
楽
器
を
レ
ン
タ

ル
し
ま
す
。
２
歳
以
上
有
料
・
保
護

者
無
料
）

出
演　

VO
N
BARO

N

氏
（
プ
ロ
ド

ラ
マ
ー
）

③
め
ざ
せ
！
ス
ポ
ー
ツ
万
能
キ
ッ

ズ
！

　

親
と
子
の
絆
と
運
動
能
力
を
高
め

る
楽
し
い
運
動
あ
そ
び
。

日
時　

９
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　
2
歳
〜
年
長
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

定
員　
申
込
先
着
20
組

講
師　
小
川　
真
氏

④
読
書
と
ア
ロ
マ

　

手
作
り
「
し
お
り
」
と
ル
ー
ム
フ

レ
グ
ラ
ン
ス
ス
プ
レ
ー
。

日
時　

９
月
29
日
㈰　

午
前
11
時
〜

正
午

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員　
申
込
先
着
15
組

参
加
費　

５
０
０
円
（
ア
ロ
マ
ス
プ

レ
ー
持
ち
帰
り
）

講
師　
丸
山
真
弓
氏

■
南
龍　
講
談
の
会

　

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

話
芸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
7
日
㈯　

午
後
１
時
〜

２
時

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
申
込
先
着
40
人

参
加
費　
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）

出
演　
旭
堂
南
龍
氏

■
絵
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ス
ズ
キ
コ
ー

ジ
の
大
千
世
界
」

　

バ
リ
の
旅
先
で
制
作
し
た
ろ
う
け

つ
染
め
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
ホ
ー
ル

全
体
に
展
示
し
、「
旅
の
話
」「
絵
本

の
話
」
な
ど
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈰　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

定
員　
申
込
先
着
１
２
０
人

出
演　
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
氏（
絵
本
作
家
）

■
晴
雅
彦
コ
ン
サ
ー
ト
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
11

　

誰
も
が
心
に
し
み
る
懐
か
し
さ
の

あ
る
日
本
の
歌
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

９
月
15
日
㈰　

午
後
２
時
〜

４
時

定
員　
１
４
０
人（
要
事
前
予
約
）

入
場
料　

当
日
…
大
人
１
８
０
０

円
、
小
学
生
９
０
０
円　
（
前
日
ま
で

の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
か
ご
予
約
…
大
人

１
５
０
０
円
、
小
学
生
７
５
０
円
）

出
演　

晴　

雅
彦
氏
（
バ
リ
ト
ン
）、

江
口
砂
貴
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
矢
崎

真
理
氏（
ピ
ア
ノ
）

■
第
64
回　
あ
す
と
歌
声
サ
ロ
ン

日
時　
９
月
22
日
㈰　
午
後
２
時
〜

定
員　
１
４
０
人（
要
事
前
予
約
）

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
お
茶
付
・
歌

本
代
１
０
０
０
円
別
途（
初
回
の
み
））

出
演　

酒
井
健
太
郎
氏
、
山
本
汎
昭

氏
、
松
田
洋
子
氏

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

日
時　
９
月
22
日
㈰　
午
前
11
時
〜

出
演　
絵
本
の
会 “
し
ぃ
ず
ん
ず
“

■
喜き
が
ら
く

我
楽
て
ん
〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
泉
大

津
市
和
花
作
品
展

　

和
花
の
メ
ン
バ
ー
、
サ
ロ
ン
や
支

援
利
用
の
人
、
泉
大
津
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
と
コ
ラ
ボ
し
た
作
品
展
で

す
。
手
作
り
品
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

９
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

ス
ペ
シ
ャ
ル
体
験
会

日
時　

10
月
13
日
㈰　

①
午
後
１
時

〜
２
時
30
分　

②
午
後
３
時
〜
４
時

30
分

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
可
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
申
込
先
着
各
10
人
（
申
込
締
切

10
月
９
日
㈬
）

材
料
費　
２
５
０
０
円

内
容　
迎
春
の
か
べ
飾
り

講
師　
奥
田
ま
ち
子
氏
（
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
花
時
計
主
宰
）、
山
﨑
し
の
ぶ

氏
、
桶
本
眞
理
子
氏
（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
花
時
計
専
属
講
師
）

■
心
を
こ
め
て
贈
る
は
が
き
書
画
教

室　
ス
ペ
シ
ャ
ル
体
験
会

日
時　

10
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
〜

３
時

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
可
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
申
込
先
着
10
人
（
申
込
締
切
10

月
９
日
㈬
）

材
料
費　
１
０
０
０
円

内
容　
羽
子
板
に
よ
せ
る
新
春
お
飾

り講
師　
丸
山
幸
子
氏
（
日
本
は
が
き
書

画
協
会
）

■
「
ア
カ
デ
ミ
ー
教
室
」
受
講
生
募

集
中
！

　

入
会
金
無
料
！
受
講
料
３
か
月
前

納
制
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

日
時　

９
月
11
日
〜
11
月
13
日
の
第

２・４
水
曜
日
（
全
５
回
）　
午
後
５
時

〜
６
時
20
分

対
象　
小
学
４
年
〜
中
学
生

定
員　
申
込
先
着
8
人

受
講
料　
1
万
５
０
０
０
円（
税
別
）

教
材
費　
２
０
０
０
円（
税
別
）

講
師　
都　
亜
紀
氏
（
Ｐ
Ｃ
Ｎ
南
大
阪

代
表
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
師
）

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

日程
10/5 ㈯
10/26 ㈯
11/2 ㈯
11/16 ㈯
12/7 ㈯
1/18 ㈯
2/1 ㈯
2/15 ㈯
3/7 ㈯
3/21 ㈯

テーマ
哲学者　梅原猛　ー縄文と森の思想ー
泉大津の三大遺跡　ー池上曽根・豊中・大園ー
世界遺産を通して学ぶ
王義之「蘭亭序」をどう読むか　ーその死生観
長恨歌　ー楊貴妃の魅力と魔力
脱労働社会の分配理論　ー BI（ﾍﾞｰｼｯｸｲﾝｶﾑ）か PI（参加型所得）か
漢字の今と昔　ー身近な漢字・面白い漢字ー
幸せの吟味　ー生きる場からの哲学入門
ー日本建国史物語ー 3　英雄時代、景行天皇・ヤマトタケル・神功皇后
ー日本建国史物語ー 4　聖徳太子と日本国の再興

講師
日下部吉信氏　（立命館大学名誉教授）
乾　哲也氏（和泉市教育委員会）
井上敏氏（桃山学院大学経営学部准教授）
下定雅弘氏（文学博士、岡山大学名誉教授、日本杜甫学会会長）
下定雅弘氏（文学博士、岡山大学名誉教授、日本杜甫学会会長）
やすいゆたか氏 （立命館大学非常勤講師、著述業、哲学者）
陳 捷氏（京都大学人文科学研究所研究員）
田畑稔氏（哲学者、元大阪経済大学教授、西欧近代哲学）
やすいゆたか氏 （立命館大学非常勤講師、著述業、哲学者）
やすいゆたか氏 （立命館大学非常勤講師、著述業、哲学者）

・午前 10 時～正午　・受講料　1 万円（税別・全 10 回）　・要事前申し込み■ あすと市民大学～生涯を通して学ぶ楽しさ～
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★ ★

★

★

★
★★

★いずみおおつのキラリ

NEW FACE!! 泉大津在住のかわい
い子どものスナップ

このコーナーでは、泉大津市のキラリと輝く
人財やさまざまな活動を紹介します。

★

★
　本市を拠点に活動している泉大津剣道協会が、7 月に東京の日本
武道館で開催された「令和元年度全日本少年少女武道（剣道）錬成
大会」に出場し、見事優勝・優秀賞の栄誉に輝き、優勝メンバーた
ちが南出市長へ喜びの報告に訪れました。
　全国から集まった強豪 561 チームが 8 パートに分かれ、トーナメ
ント方式で熱戦が繰り広げられる中、決勝戦では、延長の代表戦ま
で持ち込み、見事大逆転勝利を収めました。
　大会前の練習試合では連戦連敗であまり調子が良くなかったそう
ですが、「大会当日は 1 回戦から選手がどんどん成長し、自分たち
でがんばり強くなっていった」（指導者談）とのことです。選手たち
は「強い気持ち、信頼、チームワークのおかげで優勝することができ、
とても嬉しいです。これからも剣道を続けます。」と語ってくれまし
た。南出市長は「チームでがんばって勝ったということに胸が熱く
なった。明るいニュースを届けてもらい、泉大津市も私自身も改め
てがんばろうとの気持ちを持ちました。」と感想を述べました。
　選手の皆さん、会長をはじめ指導者・保護者の皆さま、本当にお
めでとうございました。泉大津剣道協会のますますのご活躍を期待
しています。

★

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前
のお子さんの写真を募集していま
す。お子さんの写真と住所・名前
( ふりがな )・生年月日・電話番号・
保護者のひとことを添え、郵送

（〒595－8686）またはＥメール
（kouhou@city.izumiotsu.osak
a.jp）で秘書広報課まで。

元気でーす！

おおつっこ

泉大津剣道協会が「全日本少年少女武道（剣道）錬成大会」で見事優勝、優秀賞に輝く！
先鋒：横田宗汰（旭小 6）、 次鋒：谷村亮（戎小 5）、中堅：米多一真（旭小 6）、 副将：杉本ゆら（堺市槇
塚台小 6）、大将：中阪花穂（和泉市国府小 6）、会長：釜下献、監督：中阪浩之、コーチ：横田大介（敬称略）

受章者祝賀式典

【叙勲】
●旭日小綬章
　　田中　一吉（東助松町）
　　小西　日出夫（高津町）
●旭日双光章
　　林　正明（松之浜町）
●瑞宝小綬章
　　森田　次郎（北豊中町）
　　久保　建二（本町）
●瑞宝双光章
　　寺田　紘（虫取町）
　　前田　久則（尾井千原町）
●瑞宝単光章
　　前田　和雄（北豊中町）

【褒章】
●藍綬褒章
　　藤原　寿子（東豊中町）

【大臣表彰】
●文部科学大臣表彰
　　寺井　松枝（松之浜町）
●総務大臣表彰
　　樽井　義幸（戎町）
●厚生労働大臣表彰
　　藤井　益子（助松団地）

【憲法記念日知事表彰】
●善行者
　　藤原　進（旭町）
●公共関係功労者
　　中前　嘉代（高津町）
　　高寺　壽（池浦町）
　　藤本　弥生（虫取町）
　　泉大津市歯科医師会（宮町）
　　中野　泰志（寿町）
　　横田　勝久（小松町）

　平成 30 年５月４日から令和元年５月 21 日までに次の皆さんが、叙勲・褒章・大臣表彰・憲法記念日知事表彰を受章され、
市では 8 月 5 日に祝賀式典を挙行しました。おめでとうございます。（順不同、敬称略）

お兄ちゃん達がメロメロ♥
どんな女の子になるのかな？
家族でたくさんお出かけしよ
－ね！いつも癒やしをありが
とう♥　　　　   （東助松町）

保
護
者
の

ひ
と
こ
と

平成 30 年 6 月生

                    ひろと　　ういな
廣戸　初菜ちゃん

★

▽
秋
が
や
っ
て
き
ま
し

た
！
秋
と
い
え
ば
だ
ん
じ

り
ま
つ
り
（
４
ペ
ー
ジ
）

で
す
よ
ね
♪
今
年
入
庁
し

て
泉
大
津
に
来
た
私
に
と
っ
て
は
、

初
め
て
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
で
す
。

お
祭
り
大
好
き
の
私
は
気
合
入
り
ま

く
り
！
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
♪（
窪
）

▽
い
ず
み
お
お
つ
方
言
か
る
た
が
誕

生
。
な
ん
と
QR
コ
ー
ド
か
ら
生
の
泉

州
弁
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
方

言
と
知
ら
ず
に
使
っ
て
い
た
も
の
も

あ
り
、
み
ん
な
で
「
知
ら
ん
か
っ

た
ー
」
や
「
あ
る
あ
る
ー
!!
」
と
盛

り
上
が
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し（
萬
）

▽
今
月
号
の
イ
チ
オ
シ
記
事
は
、
泉

大
津
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
海
釣
り
体
験
！

（
３
ぺ
ー
ジ
）
普
段
釣
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
所
を
特
別
解
放
し
て
の
初

の
イ
ベ
ン
ト
。
釣
り
好
き
の
僕
と
し

て
は
、興
味
津
々
！
爆
釣
の
予
感・・・

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！
（
大
）

編集後記
ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 3 期分
●国民健康保険料

( 普通徴収 )………………第 4 期分
●後期高齢者医療保険料
　　 ( 普通徴収 )…………………9 月分
●介護保険料 ( 普通徴収 )………9 月分

市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電

話で予約受付。相談時間は午後１時からでひとり30分
間。先着8人まで。時間の指定はできません。

一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
就労相談【要予約】　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権くらしの相談課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日
の年末年始を除く）午前 8 時 45 分～午後 5 時 15 分まで行っています。

（日曜開庁は午前 9 時～午後 5 時）

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

●市役所 ☎33･1131　FAX21･0412
●消防本部 ☎21･0119　FAX33･0531
●市立病院 ☎32･5622　FAX32･8056
●市民活動支援センター（おづぷらざ）
　　　　　　　　　　　　☎24･9016　FAX24･9017
●にんじんサロン ☎21･6555　FAX21･6555
●総合福祉センター ☎23･1390　FAX23･1394
●高齢者保健・福祉支援センター ( ベルセンター )
 ☎21･0294　FAX21･8294
●教育支援センター ☎31･4460　FAX33･7353
●図書館 ☎32･0562　FAX31･0377
●織編館 ☎31･4455　FAX31･4457
●池上曽根弥生学習館 ☎20･1841　FAX20･1866
●勤労青少年ホーム ☎32･6432　FAX32･6432
●南公民館 ☎33･1764　FAX33･1300
●北公民館 ☎23･0505　FAX23･0566
●総合体育館 ☎33･1200　FAX33･1202
●保健センター ☎33･8181　FAX33･4543
●地域子育て支援センター  　 ☎・FAX　23・0012

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

可燃ごみ
収集曜日

ペットボトル・
容器包装プラスチック

カン･ビン・
せとものなど 古紙類

9 日㈬、23 日㈬

9 日㈬、23 日㈬

8 日㈫、22 日㈫

10月の資源ごみ収集日

ごみ減量に向けたスローガン

　1 人あたりの一日の可燃ごみ量
 R1.7 387.8g　　 目標 368.8g

令和元年 7 月分
　　可燃ごみ量 　　　897 ㌧

目標まであと 19g です。

毎週金曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

2 日㈬、16 日㈬、30 日㈬

2 日㈬、16 日㈬、30 日㈬

1 日㈫、15 日㈫、29 日㈫

「混ぜればごみ、分ければ資源」

　粗大ごみの収集 ( 有料制 ) をご希望の人は、粗大ごみ電話申込
センターへ電話もしくはインターネットでお申し込みください。
☎0800･123･5300 ( 通話料無料 )・☎0725･23･8522 ( 携帯 )
FAX 0800･500･5300 ( 主に聴覚障がい者などが対象 )
URL https://s-kantan.com/sodai-izumiotsu-u/

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

泉大津市の市外局番は 0725 です。

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れな
かった場合、電話で聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

10 月 5 日は「No レ
ジ袋デー」です。レジ
袋を断り、ごみの減量
にご協力をお願いしま
す。




